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	ここ数年、暖冬のイメージがありましたが、2018年は通常の気候が戻り、寒い冬となりました。気温が零度を下回る日が続き、2017年の猛暑で大きなストレスを受けたブドウの木には、十分に休息を取り回復する期間となったでしょう。春は、これまでで最も雨の多い年となりました。4月は、例年の平均降雨量の3倍もの雨が降り、高温が続きました。つぼみが出たのは遅かったのですが、理想的な天候に恵まれ、ブドウは予
	想を上回る早さで育って遅れを取り戻し、例年より1週間も早く花が咲きました。5月は1ヵ月を通じて、平均降雨量を上回る雨に恵まれ、6月の初旬まで雨が続きました。7月になると、一転して暖かく乾燥した日が続きます。畑でのブドウの手入れが一段落し、一休みできるのがこの時期です。7月22日から25日にかけて、ブドウの緑の実が黒く色づくヴェレゾンが見られました。8月は、例年同様に暑い日が続いた一方、少し雨の多い月となります。ブドウの糖度と酸度が順調に上がり、また、土には十分、水分があったため、大粒の果実が育ちま...
	2017年は最も暑く、乾燥した年として歴史に残るでしょう。最初の兆候としては、例年の平均気温よりも3度ほど高く、例年通りの降雨量の非常に温暖な冬でした。結果として、発芽は例年より2週間も早まりました。ブドウの成長周期については、すでに3月には降雨量が少なく温暖な気候が始まっており、4月末には時折、急激な気温の降下がありトスカーナの多くの地域で、霜が見られました。海岸沿いでは、海に近いおかげで気温が氷点下を下回ることがなく発育中の芽に悪影響を及ぼすことはありませんでした。5月にはすぐ暑さと日照りが戻...
	収穫は早く始まり、8月24日にメルローから収穫が始まり、9月の最終週まで晴れて暑い気候の中続きました。9月中旬にやっと降雨が現れ、気温が下がり、他の遅く熟す品種にとって完璧な収穫条件となりました。
	年々そのような気候が標準のようになりつつありますが、2016年の冬は異常なほど暖かく、2月は豪　雨に見舞われました。発芽は、例年通り3月の最終週でした。土壌中の十分な水分と温暖な気候により、4月は例年より早くブドウ樹が生育しました。5月にかけて気温は例年並みに戻り、僅かに生育のスピードは緩やかになり、乾燥して天気の良い5月最終週に開花し、良い果実になるために準備万端な状態になりました。
	夏は例年並みで、降雨量がほとんど無かったことにより成熟期間における果実に対する水ストレスのレベルが高まりました。例年8月の休暇シーズンに起きる嵐も起きず、収穫の初めの段階の間中は水ストレスの状態が維持されました。幸運にも、昼夜の顕著な気温差があったおかげでブドウ樹は日中の暑さから回復することができました。果実の生熟が着実に進んだ結果、素晴らしいポリフェノール成分のポテンシャルと、糖度と酸度のバランスのとれたぶどうになりました。収穫は例年より早めに、8月24日からメルローの若樹から始まりました。9月...
	2014年という特異なヴィンテージの後、2015年ヴィンテージは非常に標準的なワイン造りに適したお手本のような年でした。標準的な冬に続き、数日の零下の日もありましたが温暖で適度な雨量により4月が始まって数日の間に発芽しました。春は乾燥して天気が良く、ブドウの生育にとっては理想的な条件で5月末には既に花が満開となりました。6月からは雨量が減り水ストレスが高まっていきました。7月は１ヶ月ずっと最高気温30度を超える日が続き、特に暑く乾燥した期間として記憶に残るでしょう。雨不足と熱波により、ブドウの成熟...



